
平成 27年２月１日発行15 第 74号 14

「
子
ど
も
の
貧
困
」
に
対

「
子
ど
も
の
貧
困
」
に
対

す
る
理
解
の
増
進　

③
ス

す
る
理
解
の
増
進　

③
ス

ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
と
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン

カ
ー
と
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
の
配
置　

④
奨
学

セ
ラ
ー
の
配
置　

④
奨
学

金
の
貸
与　

⑤
「
子
ど
も

金
の
貸
与　

⑤
「
子
ど
も

の
貧
困
」
対
策
に
関
す
る

の
貧
困
」
対
策
に
関
す
る

情
報
収
集
・
蓄
積
・
提
供　

情
報
収
集
・
蓄
積
・
提
供　

⑥
学
校
教
育
に
よ
る
学
力

⑥
学
校
教
育
に
よ
る
学
力

保
障
の
実
施
。
こ
れ
ら
を

保
障
の
実
施
。
こ
れ
ら
を

今
後
も
継
続
・
実
施
し
て

今
後
も
継
続
・
実
施
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

セ
ン
タ
ー
内
の
若
手
作
品

展
示
場
。
空
き
家
を
シ
ェ

ア
し
た
工
房
・
店
舗
の
展

開
・
古
民
家
・
酒
蔵
等
を

組
み
合
わ
せ
た
観
光
ル
ー

ト
を
つ
く
る
こ
と
に
よ
り

後
継
者
の
育
成
・
支
援
が

実
現
し
、
町
の
活
性
化
に

寄
与
す
る
と
考
え
る
が
。

答
弁

産
業
観
光
課
長

産
業
観
光
課
長　　

細
川
紙
技
術
者

細
川
紙
技
術
者

協
会
に
は
、
国
・
県
・
町

協
会
に
は
、
国
・
県
・
町

か
ら
後
継
者
育
成
の
た
め

か
ら
後
継
者
育
成
の
た
め

の
補
助
金
が
出
て
い
る
の

の
補
助
金
が
出
て
い
る
の

で
、
そ
の
中
で
対
応
し
、

で
、
そ
の
中
で
対
応
し
、

後
継
者
の
作
品
展
は
イ
ベ

後
継
者
の
作
品
展
は
イ
ベ

ン
ト
等
で
数
ヵ
所
行
な
っ

ン
ト
等
で
数
ヵ
所
行
な
っ

て
お
り
ま
す
。

て
お
り
ま
す
。

的
支
援
を
要
す
る
家
庭
は

的
支
援
を
要
す
る
家
庭
は

少
し
ず
つ
増
え
て
い
ま

少
し
ず
つ
増
え
て
い
ま

す
。
ま
た
、
福
祉
関
連
機

す
。
ま
た
、
福
祉
関
連
機

関
と
の
連
携
が
必
要
な

関
と
の
連
携
が
必
要
な

ケ
ー
ス
も
増
え
て
き
て
い

ケ
ー
ス
も
増
え
て
き
て
い

ま
す
。

ま
す
。

質
問
当
町
の
今
後
の

取
り
組
み
は
。

答
弁

学
校
教
育
課
長

学
校
教
育
課
長　　

義
務
教
育
段
階

義
務
教
育
段
階

で
は
、
①
就
学
援
助
の
適

で
は
、
①
就
学
援
助
の
適

切
な
運
用
と
、
き
め
細
か

切
な
運
用
と
、
き
め
細
か

な
広
報　

②
教
職
員
の

な
広
報　

②
教
職
員
の

援
し
て
い
く
必
要
が
あ
る

が
、
新
た
な
方
策
は
。

答
弁

生
涯
学
習
課
長

生
涯
学
習
課
長　　

ユ
ネ
ス
コ
一
覧

ユ
ネ
ス
コ
一
覧

表
に
記
載
さ
れ
た
こ
と

表
に
記
載
さ
れ
た
こ
と

は
、
技
術
を
確
実
に
伝
承

は
、
技
術
を
確
実
に
伝
承

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
文
化
財
と
し
て

ま
せ
ん
。
文
化
財
と
し
て

の
価
値
・
希
少
性
・
ブ
ラ

の
価
値
・
希
少
性
・
ブ
ラ

ン
ド
性
で
、
イ
ベ
ン
ト
な

ン
ド
性
で
、
イ
ベ
ン
ト
な

ど
で
の
販
路
の
拡
大
支
援

ど
で
の
販
路
の
拡
大
支
援

を
考
え
て
い
ま
す
。

を
考
え
て
い
ま
す
。

質
問
技
術
者
正
会
員

は
国
・
県
・
町

の
補
助
や
ブ
ラ
ン
ド
力
も

あ
る
が
、
若
手
後
継
者
に

は
何
も
な
い
。
し
っ
か
り

し
た
支
援
が
必
要
。
和
紙

質
問
厚
生
労
働
省
が

発
表
し
た
子
ど

も
の
貧
困
率
は
２
０
１
２

年
時
点
で
16
・
３
％
と
過

去
最
悪
を
更
新
し
た
。
当

町
の
現
状
・
実
態
把
握
は
。

答
弁

学
校
教
育
課
長

学
校
教
育
課
長　　

経
済
的
な
理
由

経
済
的
な
理
由

で
、
そ
の
希
望
を
大
き
く

で
、
そ
の
希
望
を
大
き
く

変
更
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ

変
更
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ

た
生
徒
は
「
こ
こ
数
年
い

た
生
徒
は
「
こ
こ
数
年
い

な
い
」
と
報
告
を
受
け
て

な
い
」
と
報
告
を
受
け
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
経
済

い
ま
す
。
し
か
し
、
経
済

質
問
10
年
、
20
年
後

の
町
の
姿
は
。

ま
た
、
ど
ん
な
「
お
も
て

な
し
」
で
、
癒
し
を
感
じ

取
っ
て
も
ら
う
の
か
。

答
弁

産
業
観
光
課
長

産
業
観
光
課
長　　

豊
か
な
自
然
環

豊
か
な
自
然
環

境
・
和
紙
を
は
じ
め
、
伝

境
・
和
紙
を
は
じ
め
、
伝

統
産
業
を
生
か
し
、町
屋・

統
産
業
を
生
か
し
、町
屋・

土
蔵
・
店
舗
を
観
光
資
源

土
蔵
・
店
舗
を
観
光
資
源

と
し
た
ま
ち
づ
く
り
で
第

と
し
た
ま
ち
づ
く
り
で
第

五
次
総
合
振
興
計
画
に
反

五
次
総
合
振
興
計
画
に
反

映
さ
せ
る
よ
う
、
多
く
の

映
さ
せ
る
よ
う
、
多
く
の

人
た
ち
と
話
し
合
っ
て
い

人
た
ち
と
話
し
合
っ
て
い

き
ま
す
。

き
ま
す
。

細
川
紙
技
術
の
後

継
者
育
成
支
援
は

質
問
生
業
と
し
て
成

り
立
つ
よ
う
支

まちづくり

夢をいだき、わくわくするまちづくりを

子
ど
も
の
貧
困

当
町
の
現
状
は

経
済
的
支
援
を
要
す
る
家
庭
は
増
え
て
い
ま
す

第五次総合振興計画の中で検討

髙橋さゆり議員

大戸久一議員

ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト

質
問
進
捗
状
況
は
。

答
弁

政
策
推
進
課
長

政
策
推
進
課
長　　

推
進
会
議
に
て

推
進
会
議
に
て

計
画
案
を
作
成
し
、
そ
の

計
画
案
を
作
成
し
、
そ
の

後
に
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

後
に
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
を
実
施
し
、
最
終
的
に

ト
を
実
施
し
、
最
終
的
に

は
平
成

は
平
成
2727
年
２
月
を
目
処

年
２
月
を
目
処

に
小
川
町
公
共
施
設
等
総

に
小
川
町
公
共
施
設
等
総

合
管
理
計
画
と
し
て
策
定

合
管
理
計
画
と
し
て
策
定

し
ま
す
。

し
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

◎
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
導

入
に
つ
い
て

行政も子育ても同じ !!　先の
希望が見えないとつぶれちゃう

行動を起こさなければ、
何も始まらないよ！

老朽化が進む中央公民館

工芸会館内和紙工房

小川町のすばらしさをもっと
大塚二　吉

よし

野
の

由
ゆ

貴
き

男
お

議会はビジョンを描け
角山中　関

せき

口
ぐち

　
ひろし

　日本創成会議の報告によると、小
川町は2040年に消滅可能性のある
自治体の１つに数えられている。こ

れを踏まえ第５次総合振興計画等、見直
しを迫られる。
　改めて、短期・中期・長期にわたるビジョンを描き、
自然環境と人口減少に対応したコンパクトシティの議
論を期待する。細川紙ユネスコ無形文化遺産登録決
定は、観光産業発展のチャンス到来。都心から近距
離の利点を生かし、日本の原風景が残る豊かな自然
と歴史・文化を結びつけ、農業・林業もリンクさせ、
体験学習もできる観光産業を整備し、情報発信すべ
きだ。また、小川町駅北口の開設と周辺整備は喫緊
の重要課題であり、人・車・物の流れが大きく変わり、
公共交通の再構築も必要となろう。これら重要課題
に対してはプロジェクトチームを立ち上げ、スピード
感を持って推し進め、議会・執行部のみならず広く一
般町民から公募することで、違った視点が生かされる。

　若いころは小川町のことを知ろう
とせず、この町が有機農業が盛んな
ことも知りませんでした。親の家業

を継ぐことになり、いろいろな人との交
流により小川町のすばらしさに気づきました。有機
ぶどう園を小川町につくり、それをワインにする方
や、小川町の農家の有機米でつくった純米吟醸酒を
販売する酒蔵など、とてつもないパワーを持った人
がこの町にいるんだなぁと感じています。
　これからは食糧の自給がとても大事だと思いま
す。もっともっと小川町のよいところをアピールし
てほしい。七夕イメージキャラクターの星夢ちゃん
も、全町民に認知されるようにいろいろなところに
使ってほしいです。そして、東秩父村の和紙の里の
ような、車のイベントの開催が盛んに行なえる小京
都ならではのすてきな場所があるとよいなと思いま
す。小京都は美しい車がよく似合うと思います。
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